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 [Overview and purpose of the course]
情報政策、情報と法制度、情報と経済、情報倫理、情報と教育など、情報技術の社会へのインパク
トや社会との関わりについて講述する。これにより、受講者は、情報技術の歴史と動向、情報化社
会の問題点、情報技術による社会革命、プライバシーとセキュリテイ、情報政策、知的財産権、専
門家の論理と責任など、情報技術と社会とのかかわりについて、多角的に学習する。

 [Course objectives]
情報政策、情報と法制度、情報と経済、情報倫理、情報と教育などに関して、情報技術の歴史と動
向、情報化社会の問題点、情報技術による社会革命、プライバシーとセキュリティ、情報政策、知
的財産権、専門家の倫理と責任など、情報技術と社会とのかかわりについて十分な知識を獲得する。

 [Course schedule and contents)]
情報と法　（大手）　　 4回
情報と倫理  (担当教員） 2回
情報と政策（神田） 　　2回
情報と経済（伊藤） 　　4回
情報と教育（担当教員） 3回
（順序は変更されることがある）

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
達成目標に対する達成度を、情報学研究科成績評価規定第７条による成績評価に則り行う。詳細は
授業時に説明する。

 [Textbooks]
Instructed during class
資料となるPDF等を講義の際あるいは事前に配布する。
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情報社会論(2)

 [References, etc.]
  （References, etc.）
永田隅蔵　編 『知的財産と技術経営』（MOTテキストシリーズ）

 [Study outside of class (preparation and review)]
本科目の達成目標に到達するには、講義での学習のほかに予習・復習が必要である。

 [Other information (office hours, etc.)]
オフィスアワーは時間設定はしないが、個別の質問・指導を希望する場合は担当教員に事前にメー
ルにて日時調整を行うこと。
メールアドレス：
大手　信人 nobu[AT]i.kyoto-u.ac.jp
神田　崇行 kanda[AT]i.kyoto-u.ac.jp
伊藤　孝行 ito[AT]i.kyoto-u.ac.jp
（メールアドレスの，[AT]を@に変更すること。）
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


